
福島県廃炉安全監視協議会　原子力発電所現地調査 （平成２６年１０月３１日実施） H26.10.31 福島県原子力安全対策課

場  所 備考

ＷＢＣ受検場

Jヴィレッジ 集合時間厳守で願います

Ｊヴィレッジ→１Ｆ/入退域管理施設

1F/入退域管理施設

入退域管理施設→免震重要棟 移動（バス）

Ａ班（免震重要棟） Ｂ班（１･２号機開閉所前）

○緊急時対策室（ダストモニタ監視装置） 防護装備着用（タイベック、全面マスク等）、移動

○リモート操作室
①１･２号機開閉所前
（屋根パネル吊り上げ移動作業状況確認）

免震重要棟
（会議室Ａ）

①と③の作業の進捗状況にあわせて
免震重要棟で休憩

免震重要棟→入退域管理棟
（会議室Ａ）　　（東会議室）

入退域管理棟
（東会議室）

報道機関取材

移動(入退域管理棟→Ｊヴィレッジ）  Ｊヴィレッジへ移動。協議会解散 市町村は解散後ＷＢＣへ

Ｊヴィレッジ→WBC受検場 各市町村の車で移動

Jヴィレッジ　中庭テント 報道機関取材（福島県）

Ｊヴィレッジ→WBC受検場 福島県・専門委員

11:10～12：00
　移動、身体サーベイ、着替え（約15分）
　移動（免震重要棟→入退域管理棟（約15分）
　休憩、昼食（約20分）

12:00～13:00

【福島県廃炉安全監視協議会】
○説明（１号機原子炉建屋カバー解体作業について・４号機燃料移動について）
○質疑応答（現場確認に対して）
○福島県まとめ
○東京電力まとめ

13:00～13:45

13:45～ （市町村）解散後、ＷＢＣ受検

14:00～14:15 ぶら下がり(原子力安全対策課主幹、原子力専門員、専門委員）

14:15～ （福島県）移動後ＷＢＣ受検、解散

現地調査 報道機関取材

②連続ダストモニタ設置状況確認：モニタリングポストNo.８（敷地境界付近）

③４号機使用済燃料プールからの燃料移動作業（変形燃料）：４号機オペレーティングフロア

6:00～11：00

5：45～6：00

現地調査

Ａ班：免震重要棟
Ｂ班：１･２号機開閉所前
（２班に分かれて確認）

免震重要棟は
報道機関取材不可（核物質防護上）

 休憩、防護装置着用（タイベック、全面マスク等）

～5:00  Ｊヴィレッジ（会議室）集合、順次本人確認、トイレ休憩

5:00～5:30  東京電力の用意したバスで１Ｆへ移動

5：30～5：45  入域手続き

１０月３１日（金）

時  間 内  容

１０月３０日（木）

16:30～
※Jヴィレッジのホールボディカウンタ（ＷＢＣ）受検場にてＷＢＣ受検
受検後は各自解散


